




































































































































重量〔mg〕 ０．２２６ 1．５６２０．６９００．５６９ 〃








緯糸緯 緯糸 緯糸経糸 経糸経
BEIＧＥ BFIＧＥ BＲＯＷＮ ＢＬＡＣＫ(仮定名） BEIＧＥ色
傾斜角*〔degree〕１１１４］ 6６ 5０ 8５ 8５．５
4５．５１８５．５１５０２１１５０．５１５４．５
３１１４８ 6３ 5６．５ 8６ 7０．５4８
４ 6６．５4７．５ 6１．５ 5６ 8４
5８ 6７8５５ 5１．５ 5６
６ 6４．５ 8４ 5１5１ 4９
5３ 4９3１．５ 4８
８ 6４ 5２．５ 4９．５3５
９ 3７ 5９．５5７
1０ 1２ 5８ 6７．５
１１ 5０
]２ 4７
傾斜角（平均） 4４．３ 6０．６ 5２．９ 6０．６8４．９
糸の直径〔m､〕１ ０．２９ ０．４(） ０．５２ ０．２５ ０．５０
２ ０．３２ ０．４２ ０．３８ ０．４０ ０．４５
３ ０．３８１０．３９０．２７ ０．５］ ０．４９
糸の直径（平均） ０．２９ ０．４３０．４(） ０．３９ ０．４８
１回樵')当りの繊維長〔m､〕 ０．９０ ２．２３lＬ７９ 1３．６２ ２．６８
撚 数 2８．３ 1１．４ １４．２ ９－５1．９
撚係数Ｋ 測定不可1．７ ４．４ ０．６６．０
＊電子顕微鏡写真より算出
二Ｉ型絞
．純 綿 締 綴 緯 槻Ｌオミ
色（仮定搭〉ｌ１ＢＥＩＧＥＢＥＩＧＥ Ｂ ＢＲＯ１ ＢＬＡＣ
ＩＨＩ定長： 、 ２ 屯、－もＰ 1 illI定/finj
讃 <､i; Ｌ５６２０． １








爵予 価 [６．９ 】、 Ⅲ定,fi;iｊ
Ｓ '’四紋
騨 糸 綿 綿 紳
〈仮疋幾 =]ＥＩ(：Ｅ ＢＥﾆ ＢＥＩ Ｂ B
斜灼熱〔degr(：〔?〕 4］ ０８５ ８ －
5()－５ 5`1．５ ．５．&５，５ 5０







{ (i４ b 直1９．
9
５Ｒ ６
平喧 － (;０． lj２． ６
､m】 0 0 ４０ Ｇ
、、 [２ 〔j－ＲＨ ｏ－ｆｌｎ ６－ ヨ
｡、 3８ (>，３９ ()．４
〈Ｖア噴 0 EUn-、虫 〔)．４ (!．;1９
: 撚リ÷iii)の繊維長〔m (ハ 二．７９ １ ．(】
数 lＬ 酢]、 z、





BＬＡＣＫＢＲＯＷＮ色 (仮定名） BＥｌＧＥ BEIＧＥ BEIＧＥ
ｉｉｉ糸ｉ尚径＊〔β〕］ 2８．３１２６．７ 5３．３ 2１．７ 2５．０
２ 1６．７ 2８．３ 3０．０ 3５．０ 2８．３
１８．３１２５．０ 2３．３ 2０．０4５．０３
3０．０ 2３．３ 3１．７ 2１．７ 2６．７４
1５．０１１８．３ 3３．３4６．７ 2５．０i〕
６ 1５．０ 2３．３ 2０．０ 2０．０ 3８．３
2０．０１２５．０ 4３．３ 2３．３ 2１７
1６．７ 3３．３ 2０．０ 2０．０８ 35.0
９ 2０．０１２１．７ 3６．７ 3５．０ 2３．３
1０１１８．３ 3０．０ 5３．３ 2３．３ 3３．３




純 経糸｜緯糸緯糸 緯糸経 経糸
色（仮定名） BEIＧＥ ＢＥＩＧＥ BEIＧＥ ＢＲＯＷＮ ＢＬＡＣＫ
’
瀞 定 i1Ul定不可2２．０ 4６．９１１０．４１１１．０
撚 数 2８．３ I］．４ Ｍ２ 1．９ ９．５
撚係数 iHll定不可6.0 0.6４．４1．７

































](） 二８．３３(） 、３;i､ －
























1４１〃椒激〃梛 １９１〃 ／ 〃1９ 1 ３４
1６１椒淑淑椒激／１２６〃 淑 １洲〃 柳〃 ７１洲〃８ Ｆ７
激淵梛／ 湫椒〃1８１椒淑椒梛〃’２４椒淑椒梛〃 2４ 椒椒淵椒 2０ 1６ 1３
"椒洲ｊＷ’２３洲椒椒〃 湫激洲椒〃 椒脚淑椒2０ 1９ 2３ 2０
2２１淵淑〃 淵淑椒椒〃’２３１〃梛椒淑淑 椒川ｋ椒梛脚’’２７1４ 2５
椒淑淑椒／’２１１椒淑椒梛2４１椒椒〃 ２０１椒湫洲湫’’２２1３
２６ＭＷ' ’1２ 激椒淑〃 激椒淑／ 1６ 椒椒椒椒／ 2］1９
１８１淑梛旅2８１梛椒〃 1２ 〃椒椒〃 １５１椒淑淵／ １６
１２１椒椒／椒椒／ 椒淑〃 1１椒椒〃3０ 1１ 1３
3２１椒激 1０ 激〃 ９１〃〃 ９１淑洲 １０
3４１洲〃 ７ 激 ５１脚／ ６ 猟〃 ９
激〃 ６柳／3６ ６淵〃 ８椒／
Ｗ７激 〃3８ ５ ４ 〃 ４
4０ 〃 ３１洲／ ６１淵椒／ １１１〃８ ３
4２１／２ １１激 ５１〃)ｳﾘ((／ １１１〃／ ３⑪
4４１／ Ｉ 〃 ４脚／ ６１〃 ３
３１脚4６ １１〃 ５１〃 ４
4８ 〃 ２１〃 ４１〃 ?
5０ ／ １１〃 ３ ２〃
5２ ３１／〃 １１〃 ３
5４ 〃 ３
平均Ｚ 22.58い) 2６．５６（β） 28.87（ﾉﾘ） ２７．５２（似）














淑淑椒７３Ｗ ２６ 〃ﾉﾘl’ ｊＨｌＭノ
’３
激’７
】 鍬 淑淑 ２ 撒淑撒 ０ 椒搬 梛淑
０聯 淑〃1９ 淑淑激淑 ２３：激椒 ０淑脚淵沸１Ｍ／
郷椒 淑 梛撒〃 2３ 椒激 激 激淑椒梛淑〃






















































ＮＥＧＡ、Ｎｏ． 倍率〔ｘ〕 SＡＭＰＬＥ 色（仮定名）
ＢＥＩＧＥＨ型紋Ａ経糸7４４２ 1００
資料写真 4３ 300 〃 〃
1，０００１４ 〃 川
4５ 1００ ﾉﾉ 川
4６ 3００ 〃 〃
２
4７ １，０()０ 〃〃
4８ ３，０００ 〃 〃
緯糸 BEIＧＥ4９ １００
３ 5０ 3００ 〃 〃
5１ １，０００ 〃 〃
5２ 1００ 〃 〃
5３ 3００ 〃 〃
４

























































































































































維糸 １９ 974ｓ メリノ６４’
Ｈ唖紋Ａ
練糸 -Ｍ 510ｓ 〃５８／６０
１耗糸Ｉｌｍ０ 590ｓ ５４’ぶどう紋Ｂ









維糸’１４．６*］ 3５ ３ 2１
Ｈ型紋Ａ
緯糸１７．５ 3２９ 1０８ 6４
絲糸１５．５ 4０ 3２ ８
ぶどう紋Ｂ



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Rｉ ;《 iｌｌ 》 <〈 !
VＩ復元作業を終えて
ＬＨ型紋織物に関して
復元のための，経糸，綿糸共々に癖なく扱い易かった。々に癖なく扱い易かった。これは，手バタで金綜統，又は，糸総統で元分に開口
したときも，経糸の強度は安心,''１米たし，綿糸はなめらかに，経糸に組織してくれた。この原糸のおかげで，
亦,H」『I紋,方形紡の絡みiil紙や,：Ll了の製織は勿論経糸(l未の作業も無理なく完了する事が出来た｡これらの
作業は，きわめて特徴のある技術で，」〕,1代でも十分にjmll]し，むしろ，現代の織手達が使ってみたくなるよう
な，強い関心と興味をリ|<ほどである。又，現在も実用111:のあるljj〔糸を手紡したということは，蓄積された知識
と技術，かなりの熟練をもっていたと),11われる。１)j(糸復元に允分すぎる'111711を期した事が，蟹明であったと考え
ている。さらに，織り上がったﾉl{地は，きわめて薄く、仙11]_|そのｲ《安定ざを感じさせたが，織機からおろして，
仕上げを済ませると，強撚糸の綿糸に，｜|撚1)の緯糸糸'１縦が，その特IZlｮを遺憾なく発揮して，１１１１:1)安定したl』j【み
のある｣'三地瓜ｲﾔになっておI)，令<驚きであった。ｌｊ;(材料→縦作業→織物という一連の作業の，各］自程で積み上
げられ，光成してゆく知ﾉJ/iの深さを｣J1い知らされるものがあった。この織物は，ラーフイダーン第１巻中Ⅲ－３
で，「チュニックの上にはおるマント（巻き衣)」との一節があ})，又，lXlm-28ドゥラ・エゥロポスのユダヤ
教会}繼画写｣ﾙﾐに兄らｵしるように，おそらく巻き衣，及び，これに近い用途であったであろうことを史にたしかに
した思いである。
Zぶどう紋織物に膜'して
この復元では，絆I;(糸に張ﾉﾉ（はり）をﾉﾉ|ｌえるrlixが'１|ｲﾐたので，粍糸を強く張って製織作業する:|ﾎﾟが,'|+来た。
アル．タール遺跡出土織物の復元９５
従って緯糸を打ち込め，綴地が奇麗に上がって，確りとした織物に仕上がった。量し帯柄部分の織幅は均一とな
るが，葡萄唐草紋・波頭紋の部分は，多くの糸の切り変えが必要なため幅が膨らみ，強燃した経糸が戻ろうとす
る力が加わって，織物の表面が波うって，ゴブラン織の風合に近似してくる。むしろ現代，綴織では，柄は如何
に複雑でも，生地の厚みや幅を均一とするのを良しとするに較べ，これ独特の生地風合が，いかにも新鮮に感じ
られた。波頭紋・葡萄唐草紋は，同一の織パターンが無く，その部分部分により，織糸を流しながら織ってある
為，復元においては，その不均一な柄の持ち味を再現する為に，－柄一柄出土織物の写真資料をルーペで確認
し，糸の流れを再現する大変な作業であった。復元に際しては，多くの時間を費やしたが，現物織物は，一本の
糸でより多くの面をうめる流し技法の為，かなり効率よく織り進んだと思われる。部分の復元の為，ラーフィ
ダーン第１巻に衣服と関連があるものと指摘があるが，今回用途についての，はっきりとした結論を推定するこ
とは出来なかった。織物は腰があり，確りとした風合であった。これに関しても，強撚の経糸と，甘撚りの緯糸
を効果的に使いこなす職人の織技術や作業様子が想像出来るようである。
以上，報告を終えるにあたり，ご協力頂いた関係先川島織物・ユニチカウール・ユニチカ中央技術研究所・
住友化学・三幸毛糸・アトムズに，御礼申しあげます。
（中嶋鉄利）
カラー図版
出土織物：Ｈ型紋，Ｃ－１２Ⅳ－OH-368-13
復元織物：Ｈ型紋，織上り寸法：Ｗ82ｃｍ(164/2)×L122cm
出土織物：ぶどう紋，Ｆ－６(RDC-35-5-1-b
復元織物：ぶどう紋，織上り寸法（織上げ時計ｉｌ１Ｉ値）筬''1,-324cm，職長-77.9cm，織ilIIii-32.3-33.8cｍ（流し織部
分）
１１▲（叩／］〈●可、〉八ｍ｝ユ
